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▲今回の参院選挙では投票権を有する人のうち、２人に１人は

投票行為を棄権した。参院選の日程が決まった段階で、この事

態はある程度は予想されたことではあるが、また衆院でなく参

院であることを考慮しても、少々投票率が低すぎはしないか。

▲この様な状況を予想（期待？）して今回の日程を決めたとし

たら、国民の意識の居場所を見事に読み切ったことになる。今

日の日本では、官僚機構が完備し、相互に絡みあっている状況

は、誰の目にも明かであり、“外交”を除けば、これまで行な

われてきた程度の“政治”なら、政治家がいなくても支障がな

いことも知っている。

▲ニーチェは民主主義政治を“衆愚政治”と呼んだ。真剣に政

治を考える人も１票だし、全く無関心な人も１票。その結果、

ムードを盛り上げて後者を抱き込んだ方が勝つのであり、その

様にして選ばれた政治家（屋）達が、この国を間違った方向に

導かないとは限らない。

▲「その国の政治を見れば、国民のレベルが分かる」と言った

人がいる。その様な政治家を選んだのは、その国の国民である

といった議論は、もはや何も産み出さない。国民とはその様な

ものだという認識に立てば、二十歳になれば勝手に選挙権が与

えられる今の制度に代わって、選挙人の『登録制度』を議論す

る時期に来ているのかも知れない。

「世界はデモクラシーが政治屋に堕落させたそんな政治家にく

たびれている」（ディズレーリ）

ソソフフトトウウェェアア・・ププロロセセスス

　　　　ににおおけけるる誤誤解解

ここでハンフリーは、ソフトウェアの開発現場

によく見られる「「 誤誤 解解 」」として６つのケース

を紹介しています。

１）明確な要求から始めなければならない

２）テストが通ればＯＫ

３）ソフトウェアの品質は予測できない

４）問題は技術的なことだ

５）もっと優秀な人が必要だ

６）ソフトウェアの管理は他の分野と違う

１）明確な要求から始めなければならない

この誤解は、かなり多くのソフトウェア・プロ

セスに蔓延しています。そこでは未だ顧客の要

求が決まっていないので、開発に着手出来ない

と言って、要求が定まる（？）のを待っている

のです。

しかしながら、この種の要求は、簡単に定まる

ものではありません。初期の段階では多くの場

合、顧客自身も「自らの要求」を把握していな

いことがあり、その為、システムの全貌が見え

て来るにしたがって、本来求めるべく要求も見

えてくるのです。

実際、「固まった」筈の要求が、開発途中で変

更されることはいくらでもあります。そして

“明確な要求から始める”という姿勢は、この

様に途中での変更を受け入れることを拒否し、

結果として出来上がったシステムに対して顧客

は満足することはないのです。

この様な姿勢をとることは実に簡単ですが、そ

の代償として、顧客の要求を早い段階に掘り起

こすノウハウや、変化に強い設計をするノウハ

ウを修得する機会を無くすことになります。ピ

ンチは常にチャンスなのです。

勿論、いつまでも湧き出す要求を受け入れ続け

ることは出来ないし良策ではありませんが、分

析手法等は顧客の要求を明かにしながら、作業

を進める方法でもあり、設計技法も途中の変更

要求に対して適切に判断するためのデータを与

えてくれます。

この様な手立てを持たない限り、プロジェクト

は予定どおり開始されることなく、確実に契約

問題でもめることになります。

２）テストが通ればＯＫだ

勿論、この時のテストが綿密に考えられている

にあるのです。つまり、エラーの原因は訓練や

設備が不十分であったり、明確に定義された方

法がなかったりすることが多いのです。した

がって喩え優秀な人を集めても、彼らを活かす

プロセスがそこになければ何にもなりません。

第一その様な人も定着しないでしょう。

６）ソフトウェアの管理は他の分野と違う

ソフトウェアは、他の工業製品と

比べて複雑です。ソフトウェア・

エンジニアリングも歴史が新し

く、十分に経験をもった管理者や

専門家が少ないことは確かです。

しかしながらそのことを盾に、多

くの管理者はソフトウェアに近

寄ろうともせず、管理者として

の能力を発揮しようとしていません。

実際、「多くの管理者は、ハードウェアに対し

ては徹底した管理を行なうものの、ソフトウェ

アについては好きなようにさせている」ので

す。一体、ハードウェアの管理と、ソフトウェ

アの管理の何処が違うと言うのでしょう。勿

論、成果物の表現が同じでない以上、管理も全

く同じと言うわけには行かないでしょうが、詳

細な作業計画を求め、作業状況を追跡し、その

為に定期的なレビューや必要なタイミングで

ウォークスルーを実施すべきことは同じはずな

のです。

　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

なら、このことはある程度は認められるかもし

れませんが、現実問題として、設計の欠陥をテ

ストで見つけることは、あまり期待できませ

ん。特に設計者自身がテストを企画し実施する

場合は、殆ど望めません。

基本的に、自分の欠陥を自分で見つけることは

困難であることを理解しているプロセスでは、

テストが通ればＯＫという考えには同意しない

筈で、レベルの低いプロセス程、“テストが全

て”になる傾向があります。

３）ソフトウェアの品質は予測できない

確かに現段階でソフトウェアの品質を分かりや

すく表現する尺度はありません。ハンフリーは

ここで「その様な分かりやすい尺度は、他の複

雑な製品にも見当たらない」と言っています。

これは重要な点で、我々はこれまで、工業製品

の品質についても、求める品質を囲い込むよう

な形で、適当と思われる尺度を整備し応用して

きたのです。

今日ソフトウェアの製品に対する「計測」方法

が開発されてきており、次第にソフトウェアの

品質の計測が可能になるでしょうが、それでも

囲い込み的なものになる可能性はあります。

４）問題は技術的なことだ

今日多くのソフトウェア・プロ

セスでは、発生する問題の原因

はソフトウェア・エンジニアの

技術の不足が原因だと考えられ

ています。その結果、要員の研

修も技術の修得に重点が置か

れ、「人間が効率よく働けるよ

うなきちんとしたプロセスの確

立」、則ち開発組織自体の在り

方などは、殆ど省みられること

はありません。

メンバーの技術が向上すれば、

その様な問題は全て解決すると

思われていますが、喩えメンバ

ーのスキルが向上しても、各自

が勝手に自己流で仕事をすれ

ば、同じ過ちを次々と犯すこと

になるでしょう。

５）もっと優秀な人が必要だ

時には能力の劣った人もいます

が、本当の原因は、その様なエ

ラーを見逃してしまうプロセス
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今

、

何

故

か

上

杉

鷹

山

が

ブ

ー

ム

だ

そ

う

で

す

。

米

沢

藩

上

杉

家
は
、
謙
信
の
養
子
景
勝
を
藩
祖

と
す
る
が
、
こ
れ
は
関
ケ
原
の
役

後
、
家
康
に
よ
っ
て
越
後
か
ら
米

沢
に
滅
封
さ
れ
た
も
の
で
す
。
謙

信
の
代
に
は
二
百
万
石
を
誇
っ
た

上
杉
家
も
、
鷹
山
が
日
向
の
小
大

名
の
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
時
に

は
、
十
五
万
石
に
ま
で
落
ち
ぶ
れ

て

い

た

。

藩
の
財
政
は
、
名
門
ゆ
え
の
形
式

主
義
や
、
五
代
藩
主
綱
憲
が
吉
良

上
野
介
の
息
子
で
あ
っ
た
た
め
吉

良
家
の
請
求
書
が
こ
と
ご
と
く
回

さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
、
完
全
な
借

金
財
政
で
あ
っ
た
。
市
井
で
は
新

し
い
ナ
ベ
や
カ
マ
の
金
気
を
抜
く

の
に
、
「
上
杉
」
と
書
い
た
紙
を

貼
り
ゃ
い
い
、
と
言
わ
れ
た
ほ
ど

の
貧
乏
藩
で
あ
る
。

十
七
才
の
時
に
藩
主
に
就
い
た
鷹

山

に

と

っ

て

幸

い

だ

っ

た

こ

と

は
、
藁
科
松
柏
が
上
杉
家
に
出
入

り
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
松
柏

の
計
ら
い
で
細
井
平
州
を
呼
び
寄

せ
、
藩
政
の
改
革
、
特
に
財
政
の

改
革
に
乗
り
出
し
た
。
藩
主
自
ら

一
汁
一
菜
と
生
計
を
切
り
詰
め
、

年
貢
を
軽
減
し
（
減
税
？
）
、
難

局
を
乗
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。

平
成
不
況
に
慄
く
企
業
関
係
者
に

と
っ
て
、
こ
の
様
な
鷹
山
に
あ
や

か
り
た
い
と
い
う
の
が
ブ
ー
ム
の

裏
側
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
し
て
み
せ
て
　
言
っ
て
聞
か
せ
て

　
さ
せ
て
み
る
」
　
　
　
　
　
上
杉
鷹
山

「
一
日
不
作
、
一
日
不
食
」
（
一

日

作

さ

ざ

れ

ば

、

一

日

食

ら

わ

ず
）
と
い
う
考
え
の
方
が
受
け
入

れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
「
労
働
」
を
苦
痛
の
対
象
と
見

做
す
訳
に
は
行
か
ず
、
そ
こ
に
別

の
意
味
を
見
い
出
そ
う
と
し
た
の

で
し

ょ
う

。

こ
れ
は
善
し
悪
し
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
の
様
な
職
業
観
を

持
ち
、
ど
の
様
な
生
き
方
を
す
る

か
は
、
他
人
に
大
き
な
迷
惑
を
掛

け
な
い
限
り
本
人
の
選
択
に
任
さ

れ
る
べ
き
で
す
が
、
そ
の
様
な
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
正
し
い
意
味
で
選
択
の
余
地

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
「
労
働
時
間

短
縮
」
と
い
う
問
題
も
、
残
念
な

が

ら

仕

事

を

嫌

う

方

向

に

作

用

し
、
結
果
的
に
若
い
人
の
職
業
観

に
先
入
観
を
与
え
る
こ
と
に
寄
与

し
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

今
日
の
「
イ
ベ
ン
ト
ド
リ
ブ
ン
」

的
な
職
業
観
や
日
常
の
姿
勢
と
言

う
も
の
が
、
当
人
の
明
確
な
選
択

の
結
果
で
あ
る
な
ら
、
何
も
言
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
、

無
責
任
な
マ
ス
コ
ミ
の
流
し
た
誘

惑
の
果
実
を
食
べ
た
結
果
だ
と
す

れ
ば
、
人
生
に
禍
根
を
残
す
こ
と

に
成
り
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
。

出

来

れ

ば

「

イ

ベ

ン

ト

ド

リ

ブ

ン
」
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
世
界
に
限
り
た
い
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

こ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
外

部
事
象
の
発
生
を
受
け
て
、
動
き

始
め
る
仕
掛
け
を
意
味
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
世

界
で
は
良
く
知
ら
れ
た
考
え
方
で

す
。
Ｐ
Ｃ
の
世
界
で
も
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
や
Ｏ
Ｓ
／
２
に
な
っ
た
こ

と
で
、
そ
れ
ら
の
環
境
の
下
で
動

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
イ
ベ
ン
ト

ド
リ
ブ
ン
」
に
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
り

ま
す

。

「
イ
ベ
ン
ト
ド
リ
ブ
ン
」
に
構
成

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

対
象
と
す
る
事
象
が
発
生
す
る
ま

で
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
く
動

い
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
事
象
が
発

生
し
て
か
ら
の
処
理
は
同
じ
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
事
象
の
発

生
を
監
視
し
た
り
、
発
生
を
尋
ね

て
回
る
よ
う
な
処
理
が
動
い
て
い

て
、
そ
の
分
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
混

雑
し
理
解
性
を
損
ね
て
い
た
部
分

は
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
イ

ベ
ン
ト
ド
リ
ブ
ン
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
直
ち
に
本
来
の
処
理
が
見
え

る
た
め
、
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

す

。

別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
動
き
始
め
る

『
ネ
タ
』
を
自
分
で
捜
し
回
る
と

い
う
『
能
動
』
の
部
分
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
「
イ
ベ
ン
ト
ド
リ
ブ

ン
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
動
き
始

め

に

関

し

て

は

完

全

に

『

受

け

身

』

に

な

っ

て

い

る

と

言

え

ま

す

。

と

こ

ろ

で

、

人

間

も

最

近

は

「

イ

ベ

ン

ト

ド

リ

ブ

ン

」

的

に

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
つ
ま
り
安
易
に
〈
私
の
出
来

る

こ

と

は

こ

れ

と

こ

れ

だ

け

で

す
〉
と
機
能
宣
言
（
限
定
？
）
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
勿
論
、

逆
立
ち
し
て
も
手
に
負
え
な
い
こ

と
を
、
〈
出
来
る
〉
〈
や
ら
せ
て

欲
し
い
〉
と
言
う
の
も
正
し
く
な

い
の
で
す
が
、
多
く
の
場
合
、
そ

こ
で
宣
言
さ
れ
る
「
機
能
」
は
、

そ
の
時
点
で
彼
が
〈
出
来
る
〉
と

予
想
が
付
い
て
い
る
か
、
或
い
は

こ

れ

ま

で

や

っ

た

こ

と

の

あ

る

「
機
能
」
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

未
知
の
世
界
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、

先

手

を

打

っ

た

「

機

能

宣

言

」

は
、
未
知
の
世
界
に
入
る
よ
う
な

事
態
を
避
け
る
効
果
（
？
）
が
あ

り

ま

す

。

こ

う

し

て

、

先

に

機

能

限

定

す

る
こ
と
で
、
先
ず
は
安
全
地
帯
が

確
保
さ
れ
る
の
で
、
彼
に
と
っ
て

は
、
当
面
の
間
は
そ
こ
は
居
心
地

の
よ
い
場
所
と
な
り
ま
す
が
、
逆

に
自
己
の
成
長
を
阻
害
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
二
十
数
年

の
間
に
自
分
の
能
力
の
限
界
を
知

る
機
会
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

よ
し
ん
ば
あ
っ
た
と
し
て
も
、
多

く
の
場
合
、
そ
の
限
界
と
い
う
の

は
受
験
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
様
な
状
況
で

の
機
能
限
定
は
、
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
自

己
の
能
力
を
限
定
す
る
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
で
だ
ろ
う
か
。

こ
の
様
な
状
況
は
、
単
に
「
新
人

類
」
と
か
「
世
代
の
差
」
と
い
っ

た

と

こ

ろ

か

ら

出

る

の

で

は

な

く
、
職
業
観
の
変
化
に
由
来
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
来
、
日
本
人
の
多
く
は
、
「
仕

事
」
を
単
に
生
活
の
手
段
と
考
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
仕
事
を

通
じ
て
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な

る
、
と
考
え
た
り
、
自
己
実
現
の

対
象
或
い
は
「
場
」
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
勿
論
、
今
で
も
そ
の
様

に
考
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い

の
で
す
が
、
今
日
で
は
仕
事
に
前

者
の
意
味
し
か
見
い
出
さ
な
い
人

が
増
え
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
あ

り
ま

せ
ん

。

西

欧

で

は

、

宗

教

的

な

背

景

か

ら
、
「
労
働
」
は
「
罰
」
の
一
つ

の
表
現
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
一
時
流
行
っ
た

「

フ

リ

ー

タ

ー

」

は

、

仕

事

は

「
し
た
い
時
に
す
る
」
と
い
う
考

え
で
す
。
仕
事
を
単
に
生
活
の
手

段
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
れ
ば
、
こ

う
な
る
で
し
ょ
う
。
（
も
ち
ろ
ん

西
欧
の
人
で
も
、
仕
事
を
自
己
実

現
の
場
と
考
え
て
い
る
人
も
沢
山

い

ま

す

）

一

方

、

東

洋

で

は

そ

の

様

な

「

罰

」

の

意

識

よ

り

も

、

寧

ろ

先
制
の
「
機
能
宣
言
」

！

！

！
！

！
！

！

！

！

！

！
！
！

職
業
観
の
変
化

！

！

！
！

！
！

！

！

！

イイ

ベベ

ンン

トト

ドド

リリ

ブブ

ンン


